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Abstract   The Palemargin Grouper Epinephelus bontoides (Bleeker, 1855), previously 
recorded in Japan from Tanegashima, Yakushima, Kuchinoerabu, Amami-Oshima Island, 
and the west coast of Satsuma Peninsula, is newly reported from the southern part of Mie 
Prefecture, Honshu on the basis of a single specimen, which represents the northernmost 
record of the species as well as the first record from the main island of Japan. Possibly 
having been passively transported by the Kuroshio Current during its planktonic stage, the 
present specimen may have successfully overwintered due to heightened sea surface 
temperatures caused by the meandering current.
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ハタ科マハタ属（Serranidae: Epinephelus）のシ
ラヌイハタ Epinephelus bontoides (Bleeker, 1855)

は，台湾南部，フィリピン諸島，インドネシア，
ニューブリテン島およびソロモン諸島など西太平
洋の熱帯・亜熱帯域を中心に分布する（Randall 
and Heemstra, 1991；栗岩ほか，2008；Heemstra and 
Myers, 2011；瀬能，2013）．日本国内では，栗岩ほ
か（2008）により屋久島で採集された 1標本が初
記録として報告された．その後，種子島（鏑木，
2016），口永良部島（木村ほか，2017），奄美大島（桜
井，2018）で成魚および未成魚の報告がなされた．
さらに中村ほか（2019）により鹿児島県南さつま
市で採集された幼魚が報告され，これが本種の海
外を含めた分布の北限記録となっていた．

2019年 11月 2日に三重県熊野市大泊町にて，
1個体のシラヌイハタが採集された．この標本は
本州における本種の初記録であり，分布の北限を

更新するものであるため，本報告で詳細を記載す
る．なお，本標本は，幼魚と報告されている中村
ほか（2019）の標本より発育が進んでいることか
ら，区別するために「未成魚」と表記する．
計数・計測方法は Randall and Heemstra（1991）

にしたがった．体各部の計測はノギスを用いて 0.1 
mm単位まで測定した．鰓耙数に関しては，鰓お
よび内臓を採集直後に取り除き廃棄したため計数
していない．標準体長は SLと略記した．生鮮時
の体色の記載は，固定前に撮影されたカラー写真
に基づく．なお，本報告に用いた標本は，京都大
学総合博物館（FAKU）に保管されている．

Epinephelus bontoides (Bleeker, 1855)
シラヌイハタ

（Fig. 1；Table 1）

三重県南部から得られた本州初記録のシラヌイハタ
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標本　FAKU 208495，149.5 mm SL，三重県熊野市
大泊町大泊海水浴場東側海岸（33˚53'56″N, 136˚07'13″
E），水深 3 m，2019年 11月 2日，手銛（素潜り），
荒井孝友，分子解析用組織標本 FAKU-DNA 1644．

記載　計測値および計数値は Table 1に示した．
体は前後に伸長した楕円形で側扁する．吻はやや
尖り，吻長は眼径よりやや長い．鼻孔は 2対で近
接し，眼の前方に位置する．後鼻孔は前鼻孔より
やや大きく，前鼻孔は後方に皮弁を有するが後鼻
孔には見られない．両顎に絨毛状の歯帯をもち，
歯帯の幅は前方で広く側方で狭くなる．上顎の内
列歯は，それより外側の絨毛状歯より約 2倍大き
く，上顎前方部の左右には 1対の犬歯状歯をそな
える．下顎は中央部で 3列の歯帯を形成し，縫合
部付近の内列歯は外側のものより 2倍ほどの大き
さを持ち，内側後方を向く．主上顎骨の下部は円
滑で，後部に小さい埋没鱗をもつ．前鰓蓋骨後縁
部は細かな鋸歯状を呈する．これらの鋸歯は隅角
部に向かって徐々に大きくなるが，顕著な棘はも
たない．主鰓蓋骨は 3本の棘をもつ．側線鱗にあ
る小管は分枝せず単一状で，体側は櫛鱗に，背側
および腹側は円鱗にそれぞれ覆われる．背鰭基底
前端は鰓蓋後端より前方に，背鰭基底後端は臀鰭
基底後端より後方にそれぞれ位置する．胸鰭後端
は背鰭第 8–9棘基部直下に位置する．背鰭各棘間
の鰭膜は欠刻する．背鰭第 1軟条は背鰭最後棘
（第 11棘）よりも明らかに長い．最長背鰭軟条（第

6軟条）は最長背鰭棘（第 6棘）より約 1.4倍長い．
背鰭軟条部，臀鰭，胸鰭および尾鰭の後縁は丸み
を帯びる．

色彩　生鮮時，体と胸鰭を除く各鰭の地色は褐
色で，腹部は淡色．胸鰭は薄い灰色を呈す．体は
腹側から背側にかけて褐色が濃くなり，腹鰭およ
び臀鰭は基底から先端にかけて褐色が濃くなる．
臀鰭および背鰭の軟条部，胸鰭，尾鰭の縁辺は白
く縁取られる．主上顎骨上部に黒い縁取りを有する．
瞳孔より小さく赤みを帯びた褐色の斑点が，頭部
の上部約 4分の 3の領域，腹部を除いた体全体，
背鰭，尾鰭，腹鰭，臀鰭に散在する．これらの斑
点は互いによく離れて存在し，背鰭棘部では 3列
に列をなす．固定後，体色は全体に濃くなり，体
全体に散在する斑点および各鰭は黒みがかった褐
色となる．各鰭の縁辺部の縁取りは灰色となり残る．

分布　本種は南日本，台湾，フィリピン諸島，
インドネシア，ニューブリテン島およびソロモン
諸島にかけての西太平洋に広く分布する（Randall 
and Heemstra, 1991；栗岩ほか，2008；Heemstra and 
Myers, 2011；瀬能，2013）．日本国内では，これ
までに種子島，屋久島，口永良部島，奄美大島お
よび薩摩半島西岸から報告がある（栗岩ほか，
2008；Motomura et al., 2010；鏑木，2016；木村ほか，
2017；Motomura and Harazaki, 2017；桜井，2018；
中村ほか，2019）．本研究により三重県南部にお
ける分布が新たに確認された（Fig. 2）．

Fig. 1.　Fresh specimen of Epinephelus bontoides from the southern part of Mie Prefecture, Japan (FAKU 208495, 
149.5 mm SL).
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生息状況　本種は水深 2–30 mの沿岸の岩礁帯
や泥底帯，および礫底に生息し（Randall and 
Heemstra, 1991；Heemstra and Myers, 2011），成魚が
河口などの汽水域に生息することも確認されてい
る（栗岩ほか，2008）．また，未成魚は水深が極
めて浅く，岩が点在する砂浜海岸に生息する（中
村ほか，2019）．本報告における標本は，岩や礫
が散在する砂浜（水深 3 m）付近の岩の隙間から
採集された．

備考　本標本は，背鰭が 11棘 16軟条であるこ

と，臀鰭軟条数が 8，胸鰭軟条数が 18，側線有孔
鱗数が 49，縦列鱗数が 85であること，側線管開
口部が単一であること，尾鰭後縁が丸いこと，頭
部の上部約 4分の 3の領域や腹部を除く体側部，
各鰭膜に赤褐色の小斑点が存在すること，臀鰭お
よび背鰭の軟条部，胸鰭，尾鰭の縁辺が白く縁取
られることなどの特徴が，Randall and Heemstra
（1991）や栗岩ほか（2008），および中村ほか（2019）
の特徴と一致したため，シラヌイハタ Epinephelus 
bontoidesに同定された．本種の海外を含めた分布

Table 1.　Counts and measurements of Epinephelus bontoides

Nakamura et al.
(2019)

Present specimen
FAKU 208495

Kuriiwa et al.
(2008)

Standard length (mm) 42.1 149.5 336.0
Counts
Dorsal-fin rays XI, 16 XI, 16 XI, 17
Anal-fin rays III, 8 III, 8 III, 8
Pectoral-fin rays 18 18 19
Lateral-line scales 51 49 48
Longitudinal scale rows 85 85 84
Measurement (% SL)
Head length 42.8 39.5 36.3
Snout length 9.0 8.4 8.9
Body depth 31.1 34.2
Eye diameter 10.5 7.5
Interorbital width 5.9 4.9
Upper jaw length 18.1 16.9 17.6
Caudal peduncle depth 11.2 12.4 11.6
Caudal peduncle length 18.5 17.9 17.6
1st dorsal-fin spine length 6.9 5.0 3.9
2nd dorsal-fin spine length 12.4 9.2 7.1
3rd dorsal-fin spine length 14.0 11.0 8.6
4th dorsal-fin spine length 14.3 11.4 9.4
5th dorsal-fin spine length 14.7 11.4 9.4
6th dorsal-fin spine length 14.7 11.7 8.9
7th dorsal-fin spine length 14.7 11.5 8.6
8th dorsal-fin spine length 14.3 11.4 8.6
9th dorsal-fin spine length 14.3 11.4 8.6
10th dorsal-fin spine length 14.0 11.4 8.3
11th dorsal-fin spine length 14.3 11.4 8.2
Longest dorsal-fin ray length 19.5 (6th) 16.3 (6th) 13.7 (8th)
1st anal-fin spine length 7.4 6.0 3.6
2nd anal-fin spine length 14.7 10.8 7.7
3rd anal-fin spine length 13.8 12.2 9.2
Longest anal-fin ray length 19.5 (3rd) 18.9 (3rd) 16.1 (4th)
Pectoral fin length 25.7 22.7 19.1
Pelvic-fin spine length 12.6 9.6 8.0
Pelvic fin length 20.9 17.7 15.7
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北限記録は鹿児島県南さつま市（中村ほか，
2019）であったが，本報告により三重県南部にま
で更新された．また，本報告は本州における本種
の初記録となる．
中村ほか（2019）による幼魚，未成魚である本

標本，栗岩ほか（2008）による成魚の各計測結果
を比較することで，本種は成長に伴い相対的に体
高が高くなり，頭長が小さくなり，眼窩径が小さ
くなる傾向が確認された．また，背鰭，臀鰭，腹
鰭の鰭条が成長にしたがい相対的に短くなる傾向
が確認された（Table 1）．
本種が含まれるハタ族（Epinephelini）では，仔

魚期に背鰭第 2棘と腹鰭棘が著しく伸長すること
が知られており，仔魚期における分散は海流の影
響を強く受けることが示唆されている（Heemstra 
and Randall, 1993；藤原ほか，2015）．本標本が採集
された三重県南部は黒潮の流路となっているため，
この標本も中村ほか（2019）と同様に，仔魚期に
黒潮によって琉球列島以南の海域から偶発的に輸
送された可能性がある．本種の産卵期および成長
速度に関する研究は行われていないが，同属のキ
ジハタ E. akaaraで 6–8月が，クエ E. bruneusおよ
びマハタ E. septemfasciatusで 5–6月がそれぞれ産卵
期であると報告されている（岩崎ほか，2015；山本・
小林，2017）．また，チャイロマルハタ E. coioides，
キビレハタ E. macrospilos，キテンハタ E. bleekeriな
どのマハタ属の幼魚が秋から冬にかけて報告され

ていること（冨森ほか，2020；山川ほか，2020；脇
本・國島，2021），本種の幼魚が 12月に報告され
ていること（中村ほか，2019）を踏まえると，本
種も他のマハタ属魚類と同様に春から夏に産卵し，
秋から冬にかけて黒潮によって輸送されると予想
される．本標本の仔魚期と考えられる 2018年の秋
から冬にかけては，黒潮大蛇行の影響で内転反流
が生じ，黒潮の一部が熊野灘沿岸方向に流れこん
でいた（Fig. 2）．本標本はこの流れによって，三重
県南部沿岸へ輸送されたことが示唆される．
飼育条件下では，本種と同属の小・中型種であ

るキジハタが 1歳魚で全長 145 mm（萱野・尾田，
1994），アカハタ E. fasciatusは満 1年で全長 166 
mm（川辺ほか，1997），ナミハタ E. ongusは満 1
年で全長 109 mm，満 2年で 224 mm（山本ほか，
1995，1996），マダラハタ E. microdonは約 1年 5ヶ
月で全長 216 mm（沖縄県水産試験場，1984）まで
成長すると報告されている．これらの事から，11
月に採集された 149.5 mm SLの本標本は 1齢を超
えた越冬個体である可能性が高い．本標本が採集
された熊野灘沿岸域は，黒潮の大蛇行期には内転
反流が発達し，暖水が流れ込むことにより高水温
になりやすい（西村，1987；山田・久野，2007）．
2017年 8月以降は，黒潮の流路が大蛇行型となっ
ており，その影響を受け，2018年 12月から 2019
年 3月の熊野灘沿岸の海面水温は例年に比べて
1–2˚C程高くなっていた（気象庁，2020）．この水
温の高さが本標本の越冬を可能にしたと考えられ
る．これまでの分布状況から，現在本種が三重県
南部沿岸で再生産している可能性は低いと考えら
れる．しかしながら，本報告により越冬したと見
られる個体が確認されたことから，周辺海域の高
水温がこのまま維持され，本種が継続的に南方か
ら輸送されれば，将来的に定着し，再生産する可
能性も考えられる．
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